
 

 

 

  

 

 

 

式 辞 

校長  綿貫忠男 

 

 ３週間という短い夏休みでしたが、皆さんが大

きな事故もなく元気に登校してくれたことを、嬉

しく思います。 

 本日から２学期の始まりです。世間では「with 

コロナ」という言葉がささやかれていますが、未

だに新型コロナウイルスの封じ込めに成功したわ

けではありません。本県でも、８月１５日より、

警戒度がレベル２に引き上げられました。 

 １学期にもお願いしたとおり、本校から１人の

感染者も出すことのないように、新しい生活様式

を実践しながら、「罹らない、持ち込まない」を

合い言葉に、自制するところは自制しながら学校

生活を送っていただきたいと思います。また、こ

れから迎える９月は台風シーズンでもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月に九州において甚大な被害をもたらした「令

和２年７月豪雨災害」も記憶に新しいところで

す。お互いにしっかりと備えましょう。 

 さて、２学期の始まりに、ひとつお話をしま

す。厳しい暑さが続く中、大地に根を張っている

樹木は、枯れそうで、あえいでいるように見えま

すが、よく見るとびくともしていないことに気づ

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 人間もどんな試練にも耐えられるように、大地

にしっかりと足を踏みしめて、足場を固めること

が必要です。それが、「基礎・基本の力」です。

日常の授業を大切にしてください。そして日々の

学習から疑問点を克服してください。やがて克服

した「点」は「線」となり、しっかりと根を張っ

てくれます。根っこは見えません。「見えないと

ころで価値は決まる」と言ったのは、武者小路実

篤です。 

 今日から２学期が始まります。 

 ３年生は就職試験や進学試験が本番です。各人

がしっかり進路実現に向け努力してください。 

 ２年生は「１年後の未来の自分」を見通し、資

格取得を含め、まだ見ぬ自分を発見できるよう努

力してください。 

 １年生はもうすぐコースが決まり、一段と専門

的な学習ができる時期ですので、頑張ってくださ

い。 

 また部活動などの特別活動にも積極的に取り組

み、いろいろな体験を積み、より懐の深い大きな

人になってください。 

 藤北の生徒全員が「当たり前のことが、当たり

前にできる」、特に「しっかりと挨拶」ができ、

「地域にかわいがられる生徒」になってほしいと

願っています。 

 「言うまいと思えど今日の『暑さ』かな」まだ

まだ残暑は厳しいものがあります。健康に気をつ

け、志を高く、常に自分の目標に向かって、励ん

でください。 
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２ 学 期 が 始 ま り ま し た 

 ８月２４日（月）に始業式を行い、２学期がスタートしました。 

 群馬県内でも新型コロナウイルスの流行が再燃し、警戒度が２に引き上げられたため、体育館での

全校集会は行わず、１学期に引き続き校長先生の式辞は校内放送で行いました。 

 

 

各クラス教室で式辞を聞きました 

 



 

 

 

１学期末の７月２９日（水）、環境土木科２年

生の生徒２３名が、ヤリタナゴ生息地の農業用水

路で環境整備と生物調査を行いました。 

 ヤリタナゴは群馬県内では藤岡市の限られた水

路だけに生息しており、市の天然記念物に指定さ

れています。 

ヤリタナゴの生息環境を好適に維持するため、

水路両側に繁茂した草の刈り取りを行った後、実

際の魚を観察しました。その後「やりたなごの

会」の掛川優子会長からヤリタナゴの生態や保護

活動についてのお話を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休み中の８月１８日（火）、就職希望の３年

生が就職指導会に参加しました。 

 応募前企業見学も始まって具体的な志望先の絞

り込みが始まっている中、参加した生徒達は講師

の先生の熱い指導の元、実践的な面接練習などに

取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月２１日（金）に吾妻中央高校を会場にＦＦ

Ｊ検定上級の試験が行われ、本校から３年生１２

名（分野園芸１６名、分野食品１名）、２年生５

名（すべて分野園芸）が受験しました。 

 今年度は新型コロナウイルス流行のため、筆記

試験等は校内で別途実施し、当日の会場では農業

鑑定の試験が行われました。試験の結果、３年生

８名（分野園芸７名、分野食品１名）、２年生５

名の計１３名が合格となりました。おめでとうご

ざいます。 

 担当の先生によりますと、近年はＦＦＪ検定上

級に合格すると特待生試験を受験でき、合格する

と初年度の納入金が減額される専門学校もありま

す。１、２年生の中でそのような学校を志望して

いる生徒は、早めに検定に取り組んで確実に合格

を手にしてほしいとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 藤岡市学校給食センターが食育の一環として作

ったビデオ「藤岡野菜の生産者のみなさん」で、

藤岡北高校が紹介されました。 

 このビデオは、給食を食べる児童生徒に食材を

生産している様子を知ってもらうために作成され

たもので、藤岡北高校が市内の３軒の農家の皆さ

んとともに登場します。 

学校の畑やハウスの紹介に続けて、バイオビジ

ネスコースの３年生６名が２人１組で、藤岡北高

校で栽培している野菜や、給食に納入している野

菜の紹介を行っています。 

 

ヤリタナゴの保護活動に参加 

 
水路の除草作業 

３年生 就職指導会を開催 

 
実践的な面接練習でスキルアップを図る 

 

ビデオ「藤岡野菜の生産者のみなさん」より 

ＦＦＪ検定上級に１３名合格 

野 菜 生 産 者 と し て 

食 育 ビ デ オ に 出 演 


